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渇水対策本部の設置について                                      

筑後川上流総合管理所は、本日７月１２日（火）１３時に「筑後川上流総

合管理所渇水対策本部」を設置しました。関係利水者等と水源情報の共有を

強化し、適時・的確な渇水対応を行ってまいります。 

＜渇水対策本部の設置理由＞ 

① 筑後川水系小石原川及び佐田川流域では、昨年 10 月から今年 6 月の降水

量は平均値の 6 割程度しかなく、7 月に入ってからの降水量も非常に少な

くなっています。このように降水量が非常に少ない中、農業用水に必要な

水をダムから継続的に補給した結果、ダムの貯水量は少ない状態で推移し

ています。 

  【7 月 12 日(火)午前 0 時現在 三ダム(江川、寺内、小石原川の各ダム)】 

          有効貯水量(貯水率)        うち農業用水分貯水量(貯水率)  

    ２９,８８７千 m3（４４.０%）     ４,４１６千 m3（３０.１%）   

②  今後、さらに渇水傾向が続けば、河川流況が改善されず農業用水の確保が

厳しくなるため、利水者である両筑土地改良区は、本日７月１２日（火）

に、農業用水の確保及び節水対策のための｢干ばつ対策特別委員会」を設

置されました。 

③  これを受け、筑後川上流総合管理所に渇水対策本部を設置しました。 

今後、関係利水者等と水源情報の共有を強化し、迅速かつ的確な渇水対応

を行ってまいります。 

令和４年７月１２日 
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問い合わせ先 

 独立行政法人水資源機構 筑後川上流総合管理所 総務課長 石橋
いしばし

 

管理課長 山本
やまもと

 

 住 所：福岡県朝倉市江川１６６０－６７ 

 電 話：０９４６（２５）０１１３  

令和４年５月１日 

水資源機構は前身の 

水資源開発公団の 

設立から 

６０年を迎えました。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※１ 小石原川ダム流域は江川ダム流域に含まれるため、平均降水量の比較は省略させていただきます。 

※２ （ ）書きは令和３年８月から令和４年６月の各月の降水量の平年比を示しています。 

※３ 令和４年の降水量は、７月１１日 24 時までのデータを示しています。 



三ダム（江川ダム、寺内ダム、小石原川ダム）の貯水池状況 
＜江川ダム＞ 

令和４年７月１２日 0 時時点     

   貯水量  １５,６７４ 千㎥     貯水率  ６５.３ ％       貯水位 標高 2１４.０４ ｍ                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

   江川ダムの貯水率が 100%の時の貯水池    令和 4 年 7 月１２日（貯水率６５．４％）の貯水池 

 ＜寺内ダム＞                                  

令和４年７月１２日 0 時時点     

   貯水量  ２，７９８ 千㎥     貯水率  ３１.１ ％       貯水位 標高１０７.７３ ｍ   

 

 

 

 

 

 

 

 寺内ダムの貯水率が 100%の時の貯水池      令和 4 年 7 月１２日（貯水率３１．１％）の貯水池 

＜小石原川ダム＞                                  

令和４年７月１２日 0 時時点     

   貯水量  １１,４１５ 千㎥     貯水率  ３２.６ ％       貯水位 標高３１９.９０ ｍ   

 

 

 

 

 

 

 

  小石原川ダムの貯水率が 100%の時の貯水池     令和 4 年 7 月１２日（貯水率３２．６％）の貯水池 


